
道雇用労政課 
Ｒ６_特別支援学校企業向け見学会実施後アンケート結果 

 
【問５　今回の見学会についての感想やお気づきの点などのほか、障がい者雇用に当た
っての課題やご要望など】 

　１　見学会に関すること 

 

（１）生徒について 

 
 ・生徒の皆さんが大変努力していることが分かりとても良かった。

 ・生徒の頑張る姿に感動した。
・生徒さんたちが一生懸命わかりやすく案内してくださるのが印象的だった。作品、

 　作業の一つひとつがとても丁寧で皆さんの思いが伝わる。
・弊社で働いている生徒たちも皆まじめで一生懸命なので、校風なのかしらと思った。 

 ・どの程度の就労ができるのか、もう少し具体的に知りたい。
 ・生徒の皆さんが生き生きと生活をされている様子が見られて、大変良かった。

・生徒の皆さんが真剣に集中して誠実な様子で作業をしていることや、コミュニケー
　ション（受け答え）がしっかりされていたり、礼儀がしっかりされている方にたく

 　さん会えたことが印象的だった。
・生徒さんの一人ひとりが仕事・作業に打ち込む姿がとても素晴らしい。生徒さんの
　一人ひとりの挨拶が素敵。説明者を担当された生徒さんも一生懸命説明される姿が
　とても心に残った。このような生徒さんたちと一緒に働けたら、職場が明るく、優

 　しくなれると強く感じた。
・生徒さんの礼儀正しさに感動した。先生の指導の素晴らしさかと思った。リタイヤ

 　しても生徒さんをお手本にいていきたい。
・挨拶、気遣いをとても感じることができた。前向きで積極的な生徒さんが多いと感

 　じた。
・今回、生徒さん方の学科に打ち込む姿を拝見し、真剣なまなざしと優しい人柄、挨

 　拶の爽やかさを体験させていただいた。とても教育のたまものであると感じた。
 ・責任の持った仕事をしているため、作品も素晴らしかった。

・今年度初めて特別支援学校の見学会に参加して３校となる。どの生徒の案内も素晴
 　らしく、能力が高さを伺うことができた。

・今回の見学会で説明してくれた生徒さんたちにお礼を申し上げる。気持ちが伝わっ
 　た。

・あいさつやものを大事にするなど、社会生活の上で必要なことを丁寧に教えていて、 
   今後、子どもたちがうまく社会につながれば良いなどと思った。

・生徒の皆さんが、どの生徒さんも自分の役割をしっかりこなしており、生き生きと
 　楽しそうな様子がすごく感動した。

・生徒が作業の紹介をさせてくれるとき、台本ではなく自分の言葉で話してくれてい
 　るのが良かった。

・ポスターなど制作物で生徒の活発な学校生活を知ることができた。介護の生徒さん
　が資格取得を目標に努力しており、今後の福祉の人材として楽しみな気持ちになっ

 　た。
・養護学校での生徒さんがどのような学習をしているのか知れて、就職に向けて、力
　を付けていることがわかった。職業安定所の方のお話についても助成金の話が聞け

 　て良かった。
・初めて養護学校を見学し、今後の職場実習などの受け入れのイメージや学生さん達

 　のひたむきな作業態度、元気な挨拶など非常に気持ちが良かった。



・各人がそれぞれ目標を持って頑張っている姿を見ることができて、とても良かった。 
・見学をしてみて、それぞれの生徒さんが元気に意欲を持って、取り組まれているよ
　うに感じた。その方々の強みを日々、支援に当たりたいと思う。



道雇用労政課 
Ｒ６_特別支援学校企業向け見学会実施後アンケート結果 

 
【問５　見学会について良かった点またはお気づきの点】 

（２）学校について 

 
 ・校内の設備をどのように活用しているか、具体的に学ぶことができて良かった。

・学校の様子を知る機会がなかったため、大変勉強になった。今後とも関わりができ
 　ますと幸いです。学生の皆さんが「働く」を知るお手伝いができれば幸いです。

・職業講義等で何回か伺っているが、初めて生徒さんの実習を見学させていただいた。
 　ありがとうございます。

・以前、高等養護学校、高等支援学校の生徒は普通学級の生徒より大変なことをして
　いると聞いたことがある。今回初めて見学して改めて、そう感じさせていただいた。 
  ただ自分も宿泊型自立支援にいた際、卒業した生徒が定着できずにいることが多か
　ったので、そういった面でもいろいろなサポートを考えないとも同時に考えている。 
・他の支援学校の見学もいったが、３年間取り組める。学べる場所を変更できるとい

 　うことはとても強みであると感じた。
・初めて養護学校の見学をさせていただいた。学科の数が多いことから、それぞれの
　科でどんな様子を見られるかワクワクしていた。説明をしてくださった生徒さんも

 　周りの生徒さんもとても素敵でした。
 ・生徒の学習状況を知ることができてとても良かった。

・生徒たちと先生方の会話されているところを見ることができ良かった。100％の優
　しさで対応しなければならないと勝手に思っていたが、友達同士のように、作業の
　説明をお願いしたりとても和やかで、将来も生徒さんが入社していただけたときの

 　イメージができた。
・色々な学校見学会に参加しているが、いつみても活気があると感じた。生徒の皆さ
　んの卒後の生活を是非、手助けさせていただけれたらと思うので、何かあればご連

 　絡をお願いしたい。
 ・改めて、皆さんの前向きな笑顔を多く見られてとても良かった。作っている作品も

   すごく良かった。
・生徒や皆さんがとても元気が良く、大きな声で挨拶ができていてとても印象が良か

 　った。
・学校内のどこを見てもきれいで、日ごろからの生徒さんの取り組みが現れていると

 　感心させられて頂いた。
・複雑な作業も多い中、生徒さんが試行錯誤しながら、学んでいる姿がとても印象的
　だった。働く基礎となる部分と教育で伸ばしているとてもすてきな学校だと感じた。 
・授業内容が非常にレベルが高いものであり、作業スキル面だけではなく、就労する
　現場で必要な心得やコミュケーションなど対人に関するコツなども教育されていて

 　いることで感銘を受けた。
・入学のきっかけが雰囲気が良い点。学校の良いところにも雰囲気の良さを挙げる生

 　徒が多く、学校内の環境が良いと感じた。
・学校でどのような勉強をしているのか判った。また個々人の良いところを伸ばせる
　環境だと感じた。社会に出て働くために、必要なこともしっかり学べる学校だと思

 　った。
・生徒さんが一生懸命に案内していただいたのが素敵でした。校長先生も熱い想いを

 　お持ちと感じられ、不安なく過ごせそうな学校と感じた。
 ・寄宿舎を見るのは初めてなので、とてもありがたかった。

・今回見学させていただいた支援学校は、授業でタブレットを用いたり、スケジュー



　ル管理しているなど、ＩＴを積極的に活用していることに驚いた。就職した際もこ
　うした形でＩＴに触れていると仕事に馴染みやすくて、良いと感じた。先生方も生
　徒一人ひとりに寄り添っているように見え、生徒と先生方の関係性が良いと感じた。 
・外観もすてきですが、中身（各教室）が丁寧に清掃がされていて、とても感動した。

 　生徒達が日々、活動しているのが伺われる。
 ・学校がきれいで生徒さんがいきいきしている様子を見ることができて良かった。

・多様な学科があり、色々なことを学べるすてきな学校と感じた。寄宿舎があり、普
　通の学校生活では学ぶことができないような「暮らし」について学べるというのも

 　良いと思った。家庭総合学科にてパンを製造しているところにも魅力を感じた、
・資料では判らない学校の雰囲気を知ることができた。良い環境で先生方の指導を手

 　厚く感じた。
・学校の取り組みが理解できて良かった。定着が課題の一つかと思う。なかなか難し
　い課題ではあるが、学校と生徒さんともう少し信頼（コミュケーション）がとれる

 　ようになれば思う。
・学校側で用意されたスライドによる説明会を拝見し、よく理解することができた。
　親元から離れ、寄宿舎に入られる生徒さん達の成長を考えた際に、社会人としての
　準備が整っている、または期待が持てると感じた。色々な生徒さんがいる中で、各
　企業、当院にマッチするかは実習を通じないと埋まらないものであると思うが、今

 　後も見学会の参加を続けていきたい。
・他の養護学校も見学したが、寄宿舎の役割が一般就労の多さから大きいと感じた。

 　現場実習の受け入れから、是非、今後の採用につなげていきたい。
・見学会は多く参加させていただいたが、寄宿舎の見学は初めてであり、生活の場か
　ら自立や社会性を学ぶ場を見せていただき感謝です。



道雇用労政課 
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【問５　見学会について良かった点またはお気づきの点】 

（３）見学内容について 

 
・就労移行支援というサービスの支援についてはさておき、定着支援について互いに
　知恵や工夫の意見交換ができる場があると生徒さんの卒後にとって何よりだと思　
　う。私たち自身も学び続け、地域の一員として今後もより良い関係を築けていける

 　と嬉しいです。
・実習で受け入れることがあるが、学校での様子を知ることができて良かった。体力

 　的なことも聞きたい場合、部活などの様子も聞けて良かった。
・介護の現場でどのような形、フォローがあれば活躍していただけるか、しっかりと

 　考えてみたい。
・３年間違う作業を行うことにより、より生徒の特性に応じた能力を見いだすことが

 　できると思った。
・支援学校の受け入れは今までないが、障がい者の雇用はしている。今回参加をさせ

 　ていただき、どの生徒もしっかりした受け答え等あいさつ含め、本当に感動した。
・合理的な配慮の話があったが、今後、障がい者の受け入れ体制や単純作業では終わ
　らない生徒さんのキャリアスパン（離職しない、定着してもらう）を整えていかな

 　ければと感じた。
・一つひとつのコースのレベルの高さ、生徒の一生懸命さがとても良く伝わってきた。 
・製品の質が高く驚いた。裁縫、木工、土鍋等々が１年生と３年生とでは質の違いあ
　り、３年間の学習を通じて向上されていく様子を見て、企業等で働いてもしっかり

 　仕事を覚えていけるだろうなと想像が付いた。
・学科の瀬戸さんの対応（説明）がすばらしく、作品もとても丁寧にできていて驚い
　た。もっと広く知っていただける機会があればと思う。オーダーで作成してもらえ

 　るか気になった。
 ・作業学習見学は、実際に生徒の顔や作業を見ることができ有意義だった。

・今回初めて見学会に参加させていただいた。挨拶、安全確認等ルールを守り、集中
　し、継続していく姿を見てとても感動した。                                  
・いっしょに仕事ができたら良いと思った。                               　　
・生徒の様子も見れてとても有意義な時間となりました。貴重な時間をありがとうご

 　ざいます。　
・生産技術科、環境流通サポート科のどちらも一つひとつの工程をとても丁寧に取り
　組んでいるのがとても印象的で、これは小グループで一人ひとりの生徒さんにしっ

 　かり対応できるという小さめな規模で経営をしているメリットなのかなと感じた。
 ・生徒さんと先生との距離感が近く、丁寧な指導環境と感じた。

・何よりも懸命にかつ、楽しそうに授業に取り組まれている学生の皆さんの姿がとて
 　も印象的だった。

・時代に合わせた「作業のこころえ」の変更等、大変感銘を受けた。生徒さんはもち
 　ろん先生方の学ぶ姿勢は勉強になった。

・先生方の生徒さんとの関わり方や、コミュ二ケーションの取り方についても、お話
 　を聞かせていただき、とても勉強になった。

・説明会に参加させていただき、とても勉強になった。先生方の指導が生徒の皆さん
　に伝わっている印象を受けた。安定し長々雇用していただくために、今後も連絡を

 　していただければと思う。
・会社就職しても役に立つよう、技術だけではなくセルフチェックやコミュケーショ



 　ンを身につけることを基に、作業・学習していることが印象に強く残った。
・生徒のペースに併せて支援されるという話が印象的で、一般就労することがゴール
　ではなく、一人ひとりの人生を考えてより良い働き方を探すための支援を一緒に考

 　えていけたらと思う。
・日ごろ見学をする機会がないので、興味深く見せていただいた。少々時間が短かっ

 　たため、駆け足での見学だったのが残念であった。
・学内でどんなことを学び、身につけられるのかを聞くことができ、どんな学生生活
　を送っているのか、イメージすることが出来た。インタビューや施設見学で生徒の

 　説明を聞くことが出来て良かった。
・今回の見学会に参加して、人との関わりについてや挨拶の意味など基本的なコミュ
　二ケーション力の指導などすばらしい取り組みと思った。また、生徒さんが生き生

 　きと楽しく作業をされている姿はとてもすばらしいと思った。
・社会で働く、働き続けることを目標に先生方も生徒も日ごろより、努力されている
　様子を感じられた。企業様も何社か見学されており、きちんとした挨拶が印象的だ

 　った。
 ・作業自習の様子だけでなく、自立に向けた活動の様子を見学できたのが良かった。

・何度来ても先生方が生徒たちの個性に向き合い、努力されていること、生徒達の個
　性が生かされていて、楽しそうに作業していることに感動する。どんどん新しいこ

 　とに取り組まれていることも見習いたい。新しい気づきをまたいただいた。
・見学を通じて各学科の作業では、自分で考えて行動する力や周りと協力する力、ま
　た寄宿舎でも自立のために自分で生活する力を学ぶことができる環境なんだと感じ
　た。企業としても安心して生徒の皆さんを任せてもらえるよう、努めていきたいと
　強く感じた。
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【問５　見学会について良かった点またはお気づきの点】 

（４）その他 

 
・就労体験（インターンシップ）の情報を企業と学校で共有できる場（ｗｅｂ等）を

 　つくって欲しい。
・昨年の説明会のときはパンが購入できなくて、今年は購入できて良かった。パン自
　体甘みがあっておいしかった。是非、私どもの事業所でもパンを作ってもらいたい。 
・入社後に金銭トラブルになるケースがあり（リボ払いでの借金、ゲームでの課金　
　等）。お金に関する教育をどのようにされているのか。されているとしたら、どの
　ような内容なのか参考までに教えてほしい（社内教育の参考にしたい）。 
・校内の窓清掃をしていた学生さんは何学科だったでしょうか。もしかすると自分が
　説明を聞いていなかっただけかもしれないが、清掃をする学科があるのであれば聞
　けると嬉しかった。昨年も説明会に参加させていただいたが、生徒さんの説明が昨

 　年よりもレベルアップしているように感じた。
・生徒さんたちが生き生き実習していることが職業自立につながると感じた。今回の
　学校見学は、もっともっと多くの学生に働いてもらいたく、また逆に働く環境とし
　て学校自体がどういう生活リズムになっているか、勉強したいと思い参加させても

 　らった。これからも多くの連絡をさせてもらいたいと思っている。
・生徒の方が一生懸命学んでいるところを近くで見ることができて、今いっしょに働
　いている社員の方も同じように学んで頑張ってきたからこそ、今安定して働くこと

 　ができるんだと思う。また、見学などがあれば参加させていただきたい。
・作業学習見学は、実際に生徒さんの顔や作業を見ることができて有意義でした。１
　５分程度で良いので、生徒と意見交換等のできる場があると様々な側面が見れて良

 　いと思う。
 ・初めて支援学校に訪問させていただいた。障がい者といっても本当に個人で差があ

 　る。今後は、障がい者雇用について深く関わっていくと思う。
 ・休まず通学やあいさつなど、社会人としてのマナーに加え、一つの技術に特化した

   学習を行うことで、自分の得意と思われるものを自信をつけられると思った。
・「心が通い合えば、どんな壁でも乗り越えられる」その通りだと感じた。障がい者
　雇用に前向きに考えたいと思う。私が思っていたよりも、障がい者は何でも出来る

 　ことを知りました。優しい気持ちになった気がします。
・支援の仕方を具体的に知ることができ、今後の雇用に結びつける良いきっかけとな

 　った。
・学校の概要や方針はとてもわかりやすく参考になるが、もう少し生徒さん達と実際

 　に話をしたり、交流したりできればいいかと。
・本町の方針として、障がい者雇用は重要な施策の一つで、求人掲載をしても採用に
　結び付かなかったり、応募がない状況にあるが、非常勤職員として柔軟に雇用形態

 　を定められるので、何かあれば情報提供をお願いしたい。
・このような見学会という機会がないと、皆さんの様子等を見ることがないので、と

 　ても良い機会となった。今度、カフェに立ち寄ってみたいと思う。
・明るくきれいな学校で、生徒さんが皆生き生きしているように見えた。カフェがあ
　り地域の方が入りやすい学校が、将来の生徒さんを考えていると思う。
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【問５　見学会について良かった点またはお気づきの点】 

　２  採用・雇用に関すること 

 

（１）採用について 

 
・本年９月に支援学校より現場実習を初めて受け入れる。当社としても、従業員の理
　解を深め多くの障がい者を雇用していきたいと思っている。（中途に関しても活動
　している。） 
・実際に卒業生を受け入れており、在学中はこんな様子で過ごしていたのか・・・な
　ど思いながら、また新たな生徒さんたちからも就労希望がありましたら、積極的に

 　受け入れていきたいと考えている。
・企業でも労働者が減少したり、確保していくことが困難中、障がい者の方にどのよ
　うに働いてもらうか、働いてもらえる側の企業の仕組み作りにも課題があると感じ
　ている。ジョブコーチ等の確保なども経験のない企業にとっては、一定のハードル

 　があると感じている。
・弊社としては、今後の採用検討を踏まえ見学会に参加した。まずは知ることから始

 　め、もっと深く理解した上で取り組みたいと考えている。
・日ごろから、支援学校と連携を行っており、協力企業への就職ができるよう支援を
　している。学校も若い先生方が将来を見据え教育されていることから、民間ではあ
　るが、学校からの情報を聞きながら、生徒さんが安心して就職できる企業をつくり

 　たいと考えている。
 ・これからも障がい者の雇用を続けていきます。ご協力をお願いできれば幸いです。

・当社では、現在鋳造工場で１名知的障がい者を雇用しており、今後の鋳造工場での
　受け入れを検討している。一度当社鋳造工場での作業内容等を実際に先生方に見て

 　いただく機会があれば幸いである。
・今年度から初めて見学会に参加させていただいた。どの学生さんもレベルが高く、

 　驚いた。食品に興味ある方がおられたら、是非当法人までご連絡をお願いしたい。
・主にルスツリゾートでの雇用になるため、自宅から通勤が難しさがある。ですが、

 　他事業所でも働けるかは確認をさせていただきたい。
・当事業所は千歳市単独事業（千歳市障がい者就労事業）を受託している。貴校の卒
　業生で千歳にお住まいの方や就労された方がおられたら、貴校のモニタリング終了
　後も期限なしで定着支援の受け入れも可能なので、ご協力できることがあればお声

 　かけしていただければ幸い。
・障がい者の雇用に関しては、地元ハローワークと就労支援機関にお世話になってい

 　る。引き続き、支援をお願いしたい。生徒さんの挨拶がすごく良かった。
・当法人では、介護分野さらにその事業所での清掃、調理等の色々な場面で、障がい
　者のある方々の雇用を考えている。卒後は難しくても法人間のＢ型で訓練をして、
　経験を積むことで、将来的に就職を目指すことができる。厚別区からの生徒さんも
　いらっしゃるようなので、当法人にできることがあれば何でも相談していただけれ

 　ばと思う。
・遠方ですが、地元を離れての就職希望者がいたら、見学会等があればご相談いただ

 　ければと思う。
・倉庫業において、障がいをお持ちの方の雇用を進めているところ。本年度は3年生

 　の実習の受け入れがまだないので、要望があれば是非声かけをお願いしたい。
・集団給食の調理業務（補助）にてインターンシップ受け入れが可能。希望する学生



 　がいれば、ご連絡を。
・卒業してすぐに就職が困難な生徒さんに当施設では、就職に向けてのオフィストレ

 　ーニング等を行っている。見学・実習を行っているので、よろしくお願いする。
・自社・支店における日常業務内容を考えたとき、未だ自社内でマッチする業務があ
　るか、現段階での判断は難しいが自分としては、引き続き、障がい者雇用について

 　検討したいと考えている。
・現在、食品倉庫を中心とした雇用を進めている。石狩、江別、白石、北広島は特に

 　働きやすい環境だと思うので、実習のご要望があればお声かけをお願いしたい。
・現在、御校の食堂厨房業務をやらせていただいている。料理業務・料理補助業務は
　全国で１３０事業所で募集している。自宅から通える事業所もあるかと思うので、

 　インターンシップ等で経験していただき、入社していただけたらと思う。
・業務等にもよるが、障がいのある方でも雇用したいと考えており、様々な情報の共

 　有などができたら、より高く繋がりやすくなる。
・生徒の意識は高いと感じた。道北を支える支援学校として、今後の情報共有、実習、

 　インターンシップも検討したいと考えている。
・近隣企業として、積極的に現場実習受け入れ採用したく思っている。会社を知って
　いただくため、工場見学を希望させるのであれば検討できるので、お気軽にご連絡
　いただければと思う。



道雇用労政課 
Ｒ６_特別支援学校企業向け見学会実施後アンケート結果 

 
【問５　見学会について良かった点またはお気づきの点】 

（２）採用等における課題 

 
 ・現在、支援校の拠点は２拠点のみ。今後、実習受け入れ拠点を広げていければと。

・弊社でも、事前に危険に配慮した安全な業務や、お任せできる業務など、今一度、
業務を細分化することも必要性を感じている。課題としては、採用した際にサポー
ト要員が必要なのか否かで、シチュエーション的には業務中、休憩中、昼食時など

 様々な不安がある。先ずは１０月の１年生社会見学を進めて頂く。
・質疑応答にもあったが、交通不便な事業を抱えており、受け入れ、実習の選定が生

徒さんの居所によって変わる。実質の工数が1人前になるまでが人によるので、調
 整過程などがあればと思う。

・そこまで障がいを感じさせない方もいて、高度な作業をしており簡易な作業だけで
は終わらない。彼らのキャリアプランを考えていかなければならない。しかし、な
かなか組織規模も大きく、合理的な配慮や面談後の個別対応・要望の聴取などでき

 ていない状況にある。
・雇用するための課題や役割などを考えていきたい。実際に体験しなければ知っても

らえない、イメージができないと思う障がい者の世界、老人介護の世界だと思うが、
相手を知り、自分を知ってもらいサービスを提供するが、介護の仕事なので共に働

 ける環境を作れるよう頑張らせてもらう。
・弊社はトヨタ車に搭載されるトランスミッションを製造するものづくりの会社で、

生産ラインの作業はやり方を間違えると大きな怪我にも繋がり得ることから、一つ
ひとつの決められたとおりの作業（＝標準作業）を遵守してもらうことが必要。「安
全を」を何よりの優先させているがために、標準作業の遵守、各種ルールの遵守に
ついては緩和させることが現状では出来ないため、その点がハードルになってしま

 うかもしれないと感じている。
・採用についての課題もあると感じているが、採用後の配属先、業務内容について他

社様の事例を含め伺うことができ、とても参考になった。長期での実習受け入れに
 も課題を感じている。

・自分の仕事の切り出しに課題がある。働く障がい者に会った仕事を提供できるかが
不安。販売会社でのお客様とのコミュ二ケーションが必要なごとがほとんどのため、 

  コミュ二ケーション能力の度合いが判れば仕事を切り出しやすい。思ったより仕事
 の幅があるように感じた。

 ・障がい者を雇用する場合の会社としての受け入れ体制がむずかしい。
・障がい者雇用を検討しているが、まずどこに話をすればよいのか判らず、こういっ

 た公開制の見学会はエントリー用として助かる。
・現行等地域では、私どもの契約が減少傾向にあり、インターンシップや職場体験に

 ついて相談がある際、現場と確認しながら進めさせていただく。 
・支援学校等で学んだ生徒はダイレクトに雇用することも大切だが、生徒の性質を見

極めＡ型。Ｂ型等で数ヶ月～数年、働いたあとに就労することで、長期で働ける。
 そのための研修場所としての施設。

・業種的に地質調査（建築関連土木業）が当社の主たる仕事であり、野外で機械（マ
シン等）を使用している作業が多く、なかなか求人を出すのに困っている。障がい
者でない方々も求人申込が少ない状況にあり、今後の課題である。



道雇用労政課 
Ｒ６_特別支援学校企業向け見学会実施後アンケート結果 

 
【問５　見学会について良かった点またはお気づきの点】 

（３）その他 

 
 ・就労移行支援事業所でも利用者さんのサポートと自立のバランスの取り方について

　同じ悩みを持っている。今後のお力になれること、ご協力いただきたいこと、色々
 と関わりさせていただけると幸いです。

・第１回目ということもあり、専門的な知識を持たないままの参加となったが、自社
のアピールと捉えるような内容を含めて長々と発言されたため、発言意欲をなくし

 た。
 ・事業所見学や説明会など可能ですので、気軽にいっていただければ幸い。

・電動ノコギリの使用は私どもでも難しい作業に感じた。とてもスムーズにされてい
 てすごい。３０分同じ作業ができるといっていて、集中力がすごいと感じた。

・初めて校内見学をさせていただいた。卒業生に弊社に就社いただいており、とても
ありがたく思っている。その活躍の裏には貴校の教育、取り組みがあってこそとい
うことを見学会を通じてわかった。弊社としても、今後、貴校の卒業生の受け入れ
をさせていただきたく思っているので、会社としても環境を整えていき、キャリア

 オーナーシップを持って働いていけるようにしていければと思う。
・工芸ものつくり科の案内の中で聞かれた「単に仕事をする力」ではなく、「自分で

考え、判断して働く」という部分にとても共感した。これは障害の有無にかかわら
ず、社会人として必要な力と感じているので参考にさせていただく。卒後の生徒さ

 んの力になれたらと思うので、何かあったらいつでもご連絡ください。
・ＩＰＡＤやパソコンの使いこなしに感心した。短期間の職場実習（４から５日）も

 あれば、受け入れでき理解度も向上すると思う。
・障害を感じさせない子どもたちが多く見られた。自分の子どももそうだが、個人の

可能性の引き上げてあげて仕事につなげてほしい。その手助けが出来ればと考えて
 いる。まずは我々企業側の受け入れた体制を整えていきたい。

・メンタル面が障がい者の働く上で最大の課題だと思う。巡回等がやはり、わかって
いる知っている先生が来てくれるかどうかで、大きいのかと思った。忙しいでしょ
うが、その辺りの充実をお願いできればと思う。

                                                                 　        


